
時間の移り変わりと共に起こる事象に建築は順応し、その場の記憶を引き継ぎながらも新たな商店街の街並みとなる

構造体に生活行為が付加される一つ一つの建築の所有者は異なるが、一つの “ムラ” としての風景が広がる

半透明の屋根により、柔らかい光が差し込む学童施設 構造体が繋がり、境界のない景色が広がる

ズレが繋がる 今後の変化に対応するための余白空間

群がる建築空間

公民館の一部機能が移築

写真はロビーと調理室の様子

構造体に植物が巻きつく共有のテラス 地域と農家と畑を繋ぐスロープ 風が抜け、日光が差し込み、計画されたものではない、多様な空間が生まれる
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